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今
晩
は
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
年
度
初
め
の
ご
多
忙
の
時
期
、
お

仕
事
等
で
お
疲
れ
の
中
、
棚
底
地
区
振

興
会
総
会
に
多
数
ご
出
席
頂
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
天
草
市
議

会
議
員

鶴
戸
継
啓
様
、
天
草
市
役
所

倉
岳
支
所
長

富
山
進
市
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
多
用
の
中
お
繰
り
合

わ
せ
ご
臨
席
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

山
の
木
も
鮮
や
か
な
緑
の
芽
を
吹

き
、
春
の
温
か
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な

り
、
こ
こ
に
棚
底
地
区
振
興
会
総
会
を

開
催
で
き
る
こ
と
を
皆
さ
ん
と
共
に

喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
総
会
に
お
き
ま
し
て

新
役
員
体
制
で
計
画
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
事
業
は
皆
様
方
の
ご
尽
力

を
賜
り
四
月
の
史
跡
め
ぐ
り
＆
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
始
め
七
月
・
十
月
の
棚
底

城
跡
の
草
刈
り
作
業
及
び
見
回
り
管

理
の
実
施
。
七
月
に
は
世
代
間
交
流
事

業
で
老
人
会
の
方
々
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
と
和
や
か
な
交

流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
に
は
敬
老
会
を
実
施
し
、

稲
津
会
長
挨
拶

六
年
度
を
振
り
返
っ
て
、
皆

様
方
の
ご
尽
力
に
感
謝
！

百
五
十
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
十
月
に
は
棚
底
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
さ
ら
に
十
一
月
に
は
振
興
会

の
メ
ー
ン
事
業
で
あ
る
天
草
最
高
峰

倉
岳
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
主
管

事
業
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
祭
り
で
は
、

バ
ザ
ー
で
が
ね
揚
げ
を
販
売
、
二
年
続

け
て
黒
字
を
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
十
二
月
の
え
び
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
お
い
て
は
、
今
回
も
寒
い
中
で
の
接

待
と
な
り
ま
し
た
が
ラ
ン
ナ
ー
か
ら

は
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
全

て
皆
様
方
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
度
か
ら
の
取
組
と
し
て
、

天
草
市
の
振
興
計
画
に
基
づ
き
第
五

期
棚
底
地
区
振
興
計
画
が
令
和
七
年

度
ま
で
の
三
ケ
年
間
「
自
然
と
歴
史
と

文
化
の
里
棚
底
」
～
資
源
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
～
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
現

在
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
要
望
し
て
お
り
ま
し
た
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
の
早
期
建
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
六
年
度
で
造
成
工
事
が

完
了
、
本
年
度
は
倉
岳
支
所
と
併
設
し

た
建
設
計
画
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
映
像
と
音
響
効
果

で
迫
力
を
演
出
し
た
り
、
ジ
オ
ラ
マ

や
棚
底
の
石
垣
と
こ
ぐ
り
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
棚
底

城
跡
を
望
む
こ
と
が
出
来
る
エ
リ
ア

等
が
計
画
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
出
来
上
が
る
予
定

で
す
。
さ
ら
に
こ
の
施
設
を
活
か
す

た
め
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
共
に

オ
ー
プ
ン
後
に
は
、
マ
ル
シ
ェ
が
開

催
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
二
年
間

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
棚
底
物

語
も
歳
川
委
員
長
を
中
心
に
制
作
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
記
念
誌
が
刊
行

さ
れ
次
第
各
家
庭
に
お
届
け
す
る
よ

う
進
め
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
様
々
な
事
業
等
の
実
施

計
画
、
運
営
に
至
る
ま
で
役
員
の
皆

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
の
議

題
は
、
令
和
六
年
度
事
業
・
決
算
の

審
議
、
令
和
七
年
度
事
業
・
予
算
の

審
議
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
慎
重
な

ご
審
議
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ご
出
席
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
開
会
に
当
た
っ
て
の
挨
拶

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鶴戸市議（左）と富山支所長

新年度に向けて力強く挨拶される稲津会長議事を進行される松森議長＝正面席
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３月末

832（-7)

２月末

459 946（-8）

839

461（+2） 954
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３月末 ２月末

550（-7)

高齢化率
５３.９１　％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 265（-2）267 557

425(-2）

1,151（-2）

宮　田 427

2,350 2,328（-22)合　計 1,153

今月の石垣散策トイレ掃除当番

体育部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

５月１１日（日）棚底城跡など草刈り作業

５月１８日（日）倉中体育大会

５月２４日（土）倉小運動会

６月 １日（日）一日一汗運動

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

令和６年度いっぱいで、（仮称）史跡棚底城跡ガイダンス施

設の設計が終了しました。４月には早速、建築工事等を発注

したところです。

工事発注を機に、市民の皆さんや工事関係者等の多くの

方々へ施設の周知を始めたいと考えました。有識者と地元代

表者から成る史跡棚底城跡整備検討委員会の意見を伺いな

がら、（仮称）史跡棚底城跡ガイダンス施設の正式名称を「天

草戦国ミュージアム」とする方針に決定しました。

棚底城跡がメインですが、関連する城跡や中世の天草で生

きた人々の歴史を学べる施設ですので、市で初めての国指

定史跡をもつ棚底地区に戦国の天草を学べる拠点として位

置付けます。

施設以外に城跡の土塁・横堀・サイン整備工事等も今年度

実施しますので、引き続きご理解とご協力をお願いします。

（天草市文化課 宮崎）

棚底城通信第１０７号

～ガイダンス施設は
「天草戦国ミュージアム」に～

【第１期造成が終わりました】

月　日（曜日） 事　　業　　名 月　日（曜日） 事　　業　　名

４月１５日（火） 棚底地区振興会総会 　９月１４日（日） 棚底地区敬老会

４月２７日（日） 棚底史跡めぐり＆ウォーキング １０月　５日（日） 棚底地区スポーツ大会

５月１１日（日） 棚底城跡・棚底川沿い草刈作業 １０月１２日（日） 棚底城跡・棚底川沿い草刈作業

６月　１日（日） 一日一汗運動 １１月　２日（日） 天草最高倉岳ウォーク

６月　８日（日） 町内一斉避難訓練 １１月１６日（日） 倉岳町ふるさとまつり

６月１４日（土） 世代間交流事業 １２月１２日（金） 防犯パトロール

７月　６日（日） 棚底城跡・棚底川沿い草刈作業 １２月１４日（日） 倉岳えびすマラソン大会

７月１１日（金） 防犯パトロール   １月　３日（土） 二十歳のつどい

令和７年度主な年間事業計画

４
月
１
５
日(
火
）
コ
ミ
セ
ン
集

会
室
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
棚
底

地
区
振
興
会
総
会
が
役
員
・
部
会

員
ら
６
３
名(

委
任
２
０
名
）
出
席

の
下
、
開
催
さ
れ
た
。

先
ず
始
め
に
振
興
会
の
稲
津
会

長
が
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
鶴
戸
市
議

組
織
図
の
と
お
り
」

の
文
言
が
挿
入
さ

れ
た
。
第
４
、
５
号

議
案
の
令
和
７
年

度
事
業
計
画(

案
）
、

収
支
予
算(

案
）
に
つ

い
て
も
一
括
し
て

審
議
さ
れ
た
。

最
後
に
豊
永
さ

ん
か
ら
事
業
経
費

と
指
定
管
理
経
費

の
違
い
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た
他

異
論
も
な
く
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

「
令
和
６
年
度
事
業
経
過
報

告
」、
「
収
支
決
算
報
告
」、
規
約

改
正
（
案
）
な
ど
第
１
号
～
５

号
議
案
ま
で
原
案
通
り
承
認

い
た
だ
き
ま
し
た
！

が
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
議

長
選
出
で
は
、
事
務

局
一
任
と
な
り
自

治
環
境
部
会
の
松

森
守
哉
さ
ん
が
指

名
さ
れ
、
議
事
が
進

め
ら
れ
た
。

第
１
号
議
案
「
令

和
６
年
度
事
業
経

過
報
告
」
第
２
号
議

案
「
収
支
決
算
報

告
」
に
つ
い
て
は
関

連
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
一
括
し
て

審
議
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
監
事
を
代
表
し

て
木
崎
さ
ん
が
監

査
報
告
を
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
の

規
約
改
正(

案
）
で
は
、

第
六
条
１
項
の
「
部

門
」
を
「
部
会
」
に
変

更
し
、
「『
別
表
１
』」


